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都市計画マスタープランの改定等の検討状況について 

 
「都市計画マスタープランの改定」、「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針等※

（以下「整開保等」と記載）の改定」及び「第８回線引き全市見直し」については、 

現在、都市計画審議会での議論を踏まえながら、基本的な方向性を検討しています。 

その状況等についてご報告します。 
 
※「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」「都市再開発の方針」「住宅市街地の開発整備の方針」
「防災街区整備方針」の４つの方針のこと。 

 
１ 改定に向けた基本的方向性の検討状況 

目標年次を 2040年とし、都市計画マスタープランは市民や企業等の皆様が横浜に愛着

や誇りを持ち都市づくりに関わっていくための方針、整開保等は行政が定める都市計画

の基本的方針として、改定の基本的な方向性の検討を進めています。 

 
 

 (1)都市計画マスタープランの改定の方向性 

これまでの都市づくりの歴史や、都市の変化の兆しを踏まえて、目指すべき横浜の都

市像や、５つのテーマごとに都市づくりの方針を示します。 

また、都市像の実現にあたって重視する手法や視点についても示していきます。 
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 目指すべき横浜の都市像  

都市づくりの基本理念 「未来をひらく 次世代に誇れる都市づくり」 

これまでに形成されてきた横浜の強みや魅力をさらに発展させ、脱炭素や、子育てし

やすいまちづくり等への取組により、これからの社会をリードし次世代に誇れる新しい

横浜らしさを創出する。 

都市づくりのテーマと方針  

≪テーマ①経済≫ 

企業・市民・大学の持つポテンシャルを伸ばし、チャレンジを支援し、 

より良い経済の循環を生み出す都市づくり 

≪テーマ②暮らし≫ 

自分らしく楽しみ、働き、活躍できる場にあふれ、出歩きたくなる都市づくり 

≪テーマ③にぎわい≫ 

幾度も訪れたくなる場にあふれ、魅力や発見の尽きない都市づくり 

≪テーマ④環境≫ 

豊かな自然環境を市民一人ひとりが実感し、人と自然が共生する都市づくり 

≪テーマ⑤安全安心≫  

激甚化する自然災害等のリスクを踏まえた安全・安心の都市づくり 

 都市像の実現にあたって 

○ 多様な主体との連携 

目指すべき都市像を共有した多様な主体の取組が連携することにより、社会課題の解決

や新たな価値の創造に繋げる。 

○ 持続可能な都市経営 

まちづくりによる企業集積や人口誘導、また関係人口の広がり等により、地域経済の活

性化を促し、新たなまちづくりや都市活力の向上へと繋げる、持続可能な都市経営のサイ

クルを構築する。 

○ 土地利用制度の戦略的な活用 

都市像の実現に向けて特に重要な項目について、都市計画など土地利用制度に関する戦

略的な方針を具体的に定め、市内各地で魅力的な土地利用を誘導する。 

○ 都市空間のデザイン 

横浜の魅力と個性を最大化することで、横浜らしく美しい都市空間を形成する。 

○ デジタル技術の活用 

デジタル技術の活用により、都市の課題解決だけでなく、多様化する価値観やライフス

タイルへの対応など、市民や企業による新たな都市づくりの取組を活発化する。 
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(2)整開保等の改定の方向性 

地域のまちづくりの機運や民間企業の投資機会等を的確に捉えた都市づくりを進め

ていくため、都市計画審議会での議論を踏まえ、都市づくりのテーマと方針等を整開保

等に適切に反映します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   特に、整開保における区域区分の方針、いわゆる「線引き見直しの方針」について

は、持続可能な都市・横浜の実現に向けて、鉄道や道路などの都市インフラを最大限

に生かした土地利用等を進めていくため、以下の方向性で検討を進めています。 

①既に市街化区域と同様の水準であると認められる区域は、市街化区域に編入する。 

②次に示す戦略的・計画的に土地利用を進める区域は、地域の合意形成や事業実施等の

見通しが立った段階で、その都度、市街化区域に編入する。 

ア 鉄道駅・高速道路インターチェンジ周辺、幹線道路沿道、港湾機能強化に資する  

新たな埋立地など、都市インフラの整備効果を最大限に生かした土地利用の促進を

図る区域 

イ 横浜経済を活性化させ、持続可能な都市経営を進めていくため、業務・工業系施

設や大学の再投資・機能強化などの促進を図る区域 

ウ 米軍施設跡地等の大規模土地利用転換への適切な対応を図る区域 

エ 市街化区域の縁辺部等で土地所有者等による魅力あるまちづくりが行われる区域 

③特別緑地保全地区などの一団の貴重な緑地等は、土地所有者等の意向を踏まえなが

ら、市街化区域から市街化調整区域への編入、いわゆる「逆線引き」に努める。 

   

 

 (３)第８回線引き全市見直し 

都市計画マスタープラン等の改定とあわせて行う第８回線引き全市見直しについて

は、建築局が検討を進めています。 
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(４)（仮称）土地利用誘導戦略について 

目指す都市像を実現し、本市の持続可能な都市経営に繋げていくため、都市計画マス

タープランの改定にあわせて、土地利用規制等の緩和や適正化などに関する方針を、 

（仮称）土地利用誘導戦略として定めます。 

これにより、人や企業を呼び込む魅力的な土地利用を誘導し、横浜の持続的な発展に

繋げていきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ これまでの検討経過と今後のスケジュール 
 

(1)都市計画審議会の経過 

都市計画マスタープランの改定等について、令和４年６月 22日に都市計画審議会に諮

問し、都市計画審議会の小委員会を５回開催して、基本的考え方等についてご議論いた

だきました。 
 
・第１回（令和４年７月 14日） ：現行プランの振り返り、改定の基本的考え方等 

 ・第２回（令和４年９月２日）  ：都市づくりのテーマ（経済、暮らし） 

 ・第３回（令和５年１月 20日） ：都市づくりのテーマ（にぎわい、環境、安全安心） 

                 地域別構想の方向性（区マスタープラン） 

 ・第４回（令和５年４月 18日）  ：都市像の実現にあたって、目指すべき横浜の都市像､ 

整開保等の改定、線引きの見直し 

 ・第５回（令和５年９月１日） ：小委員会における基本的方向性の原案 

 

目指す都市像（「都市計画マスタープラン」及び「整開保等」） 

（仮称）土地利用誘導戦略 

■ 都心機能強化に繋がる居住機能の立地誘導 

市内各地で、地域の特性やポテンシャル
を引き出す土地利用を誘導 
（※矢印が示す適用箇所はイメージ） 

■ 郊外部等の主要駅周辺への居住誘導 

■ 立地適正化計画の策定 

■ 業務・商業機能の集積に向けた高度利用の誘導 

■ 研究開発環境の整備に繋がる用途規制の見直し 

■ 交流人口の獲得に資するホテル容積率の緩和 

・・・（今後取組項目を追加予定）・・・ 

■ 都市機能と農業機能を強化する土地利用誘導 

■ 大学の機能強化に向けた土地利用誘導 
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(2)今後のスケジュール 

引き続き、常任委員会にも適宜ご報告しながら、現行プランの目標年次である令和７

年度前半の改定を目指して、検討を進めます。 

また、都市計画マスタープランを、市民や企業等の皆様と共有し、協働でまちづくりを

進めるツールとしていくため、都市計画審議会から答申をいただいたのち、市民等の方々

との対話を行い、改定に向けた手続きを進めていきます。 
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都市計画審議会 諮問 

都市計画審議会 答申 

素案（案）の公表 

市民対話② 

素案の公表 

素案説明会 
パブリックコメント等 

原案の公表 

縦覧、意見書受付等 

都市計画審議会 審議 

改定 

【市民対話について】 

都市計画マスタープランの「都市づくりの基本

理念」等を中心に、パブリックコメントや意見書

受付などの法定手続等に加えて、市民や企業等の

皆様との対話を行い、都市づくりへの思いやニー

ズを受け止めながら、改定を進めていきます。 小委員会 

（６回予定） 

公開・web配信 

市民対話① 

市民対話① 

・市民等の方々が考える「未来のまちの姿」な

どについて、ご意見や考えを募ります。 

・ご意見の募集にあたっては、SNSのアンケー

ト機能などを活用し、世代や居住地などを問

わず率直な意見を幅広く収集できるよう工夫

していきます。 

市民対話② 

・素案作成にあたり、専門家等の意見に加え

て、市民対話①で寄せられたご意見等も踏ま

えた対話（グループディスカッション等を想

定）を行っていきます。 

・ステークホルダー※ごとに参加者を募集し、 

それぞれの立場に応じたご意見をいただきな

がら具体的な対話を行い、「都市づくりの基本

理念」の記載内容等に生かしていきます。 
 

※）ステークホルダー 

「市民・地域団体（自治会町内会、NPO等）」 

「業界団体（工業、農業、商業団体等）」 

「民間企業（市内、市外、国外等）」 

「研究機関・大学（学生等）」など 

 

 



資料３-別紙
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